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にいがたキャンプ市場活性化プロジェクト 
キャンプ場管理者等の情報交換会 参加者アンケート（結果） 

新潟県長岡・上越・南魚沼地域振興局 

開催日： 2023（令和５）年３月 14 日（火）10:00～12:00 

会 場： アウトドアライフストア ＷＥＳＴ長岡店 

対 象： 下記の地域振興局管内の自治体が管理するキャンプ場 

     長岡・柏崎、上越・糸魚川、南魚沼・魚沼・十日町 

参加者： 41 名（会場 38、Zoom3） 

（長岡市内 10、小千谷市内 1、見附市内 3、柏崎市内 2、刈羽村内 2、上越市内 1、南魚沼市内 2、

湯沢町内 3、魚沼市内 2、十日町市内 2、企業等 5、県庁 2、地域振興局 6） 

回答者： 25 名（アンケート回収率：61.0％） 

 

 アンケート結果                           

Ｑ．参加者の属性 

指定管理者 13 31.7%
自治体の担当者 15 36.6%
企業等 5 12.2%
県関係者 8 19.5%

計 41  

 

 

 

 

参加キャンプ場等の名称 
東山ファミリーランド、川口運動公園、道院高原キャンプ場、和島オートキャンプ場、うまみち森林
公園、大杉公園、おぐに森林公園、おぢゃ～る、大平森林公園、かしわざきセントラルビーチ、ゆう
ぎオートキャンプ場（西山自然体験交流施設）、ぴあパークとうりんぼ、南葉高原キャンプ場、わらび
のオートキャンプ場、大源太キャニオンキャンプ場（大源太キャニオン青少年旅行村）、越後ハーブ香
園入広瀬、銀山平キャンプ場、大厳寺高原キャンプ場、川西地域「節黒城跡キャンプ場」、国営越後丘
陵公園                     ※キャンプ事業検討中の施設も参加しています。 

参加企業等 
WEST、㈱ジョイフルタウン、㈱浅野、長岡大学、その他 

県関係者 
県観光文化スポーツ部、長岡地域振興局、長岡・上越・南魚沼地域振興局  
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Ｑ．満足度 

回答者全員が「満足」 

とても満足 12 48.0%
満足 13 52.0%
普通 0
やや不満 0
不満 0

※割合は回答者25名を母数としています。

100.0%

 

 

Ｑ．情報交換会を今後も開催してほしいか？ 

回答者全員が「開催してほしい」 

開催してほしい 25 100.0%
どちらでもない 0
開催する必要はない 0
不満 0

※割合は回答者25名を母数としています。  

 

Ｑ．情報交換会を開催するとしたら、最も適当な時期はいつですか？ 

「時期はこだわらない」が最も多く、次に「冬」 

１～３月（冬） 8 32.0%
４～６月（春） 4 16.0%
７～９月（夏） 0 0.0%

１０～１２月（秋） 2 8.0%
時期はこだわらない 11 44.0%

※割合は回答者25名を母数としています。  
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Ｑ．「子供向けアウトドア体験プログラム」について 

「実施したい」が６割超  

とても実施したい 4 16.0%
実施したい 12 48.0%

どちらでもない 5 20.0%
実施したくない 0 0.0%

すでに実施している 0 0.0%
その他 4 16.0%

64.0%

 

 

Ｑ．最も印象に残った内容をお聞かせください。 

（WEST 紫竹氏のお話） 
 WEST 紫竹さんのお話が印象に残った。県内の野外施設を知り尽くしている方のお話は説得力があり、

当課所管施設においてもぜひアドバイスをいただきたいと感じた。 
 WEST スタッフが話の中の条例が足かせになっていると言う難点をストレートに伝えて頂いた所 

民間業者（WEST）との根本的な考え方が違い今後の考える参考になる点 
 ジョイフルタウン大西さんと WEST 紫竹さんのものの考え方や発想力 
 WEST 紫竹さんのお話が一番面白かった 
 ウエストの紫竹さんのお話に共感を覚えました。 
 紫竹さんのお話 
 ウエスト様の提案。 
 グループワークの場で、ＷＥＳＴさんが、それぞれの自治体、それぞれのキャンプ場に対してどのよう

に見ているのかを聞けて良かったです。 
・新潟全体で見ると、●●あたりがキャンプ場がない、隙間になっている 
・●●は、県内で唯一の●●なキャンプ場なのが強み 
ユーザー目線ともコンサル目線とも違う、「キャンプ関係事業の実践者」として、「新潟全体のキャンプ
場を把握している方」としての意見を聞けるのが非常にありがたかったです。 

 WEST 紫竹氏のプレゼンが、我々の現状、課題、そこに対する改善へのヒント、アイデアが非常にわか
りやすい言葉、表現で盛り込まれており、大変勉強になりました。 
もっとお客さま目線での取り組みを増やしてゆかなければならないと再認識することができました。 

 ・WEST 紫竹本部長のお話しが的を得ていて、自分たちが日ごろ抱えているけど中々共有できない・発
信できないことを代弁していただけた。多くの公共施設管理者・行政職員にも聞いてもらいたい。 

 WEST 紫竹本部長のプレゼン（提言）がとても良かった。公営キャンプ場の問題点を的確に洗い出し、
わかりやすい説明で参加者に刺さったと思います。 

（ジョイフルタウン大西氏のお話） 
 話題提供 WEST とつくった NIIGATA キャンプ 

施設の課題を逆手に取った戦略的かつ遊びの要素を入れた情報発信が有用であること。 
 ジョイフルタウン大西さんと WEST 紫竹さんのものの考え方や発想力（再掲） 
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（松之山 村山氏のお話） 
 大厳寺高原キャンプ場と松之山温泉スノーパークの取組。 
 松之山という豪雪地域でのキャンプ場通年営業という取り組みのプレゼンも斬新で面白かったです。 

（WEST 加藤氏のお話） 
 ・WEST の加藤さんのご発言で，タイムスケジュールごと売ってしまうという点は非常に有効だと考え

る．それが共有できた点は大きい．また，キャンプ場を核として地域にさらにお金が落ちる仕組みとし
ても有効である．情報過多の時代において，考えてあげる・調べる時間を節約したいというニーズはあ
り，それに対しての Fee を取っても良いが，それを付加価値と考え競合よりも選択してくれる可能性は
高まるだろう． 

 キャンプ場に来てもらう謳い文句が、抽象的でもっと具体的なキャッチフレーズにすることで、さらに
来てくれる人を増やせるのではないかというお話しに最も興味を持ちました。 
当キャンプ場も SNS は活用しているが、こちらの思い込みの謳い文句や、表現になっていて、お客様に
とって魅力的な情報発信になっていないんじゃないかという話を、前期のシーズンの反省会で話し合っ
たところでもありました。 
ユーザー目線に立って、利用する状況などを思い浮かべながら、キャッチフレーズなどを考えていきた
いと思う。 

（情報交換タイム） 
 指定管理者ならではの同じ悩みが共有できたこと。そこに行政も一緒に出席していること。 
 同班の長岡市と松之山スキー場の冬キャンプの利用状況の成功例やマイナスな部分を聞かしていただき

大変有意義な時間を過ごさせて頂きました。 
 A グループのテーブルでの参加となりました。 

同業者様の意見も大変参考になりましたが、長岡大学坂井准教授が参加されており、キャンプ場経営者
とは別視点からの意見がとても興味深かったです。そのほかのテーブルでもさらにどんな話があったの
か気になりました。 
特に印象に残った内容としては、「事前決済で来場してもらった方が現地決済の来場者よりも多く現地で
お金を使う。」というデータがあることについてでした。 
このような他キャンプ場・異業種との交流をもっとしていきたいと思います。 
冬キャンプや水辺の活用など、新潟県は日本一キャンプを楽しめる県であるポテンシャルを感じること
ができました。 

（その他） 
 キャンプ場の PR の方法及び活用方法。 
 県域での予約サイトのお話や、キャンプにおける発信の仕方などは非常に参考になった。 
 課題から強みを発信する発想に感激しました。課題を整理し、皆様から楽しんでいただける皆さんに優

しい親切な施設にしていきたいと感じました。 
 ・条例による様々な制約があること．公営にしていても稼げないため委託するということならばもっと

自由にさせても良いだろうと考える．公的要素があり，民業圧迫という懸念があれば，地域住民は半額，
災害時の利用は優先的にできるなどの契約にしておけば，住民は納得するだろう．（近くに良い施設があ
り，いざというときには活用できれば良いはず） 稼ぐという観点が一部では共有された点は有意義だ
ったと思う． 

 キャンプ場単体での集客には限界があり、立地地域の観光資源と連携しながら、相互に集客効果を生み
出す取り組みが必要なこと。 

 ・無人のチェックインシステムを導入しているキャンプ場がどこか知りたい。 
・県内からの雪上キャンプ利用が多い事。当施設は、冬場の水、トイレの確保ができないため、導入は
できないが、県内で冬も営業できるキャンプ場が増えるのは良い事だと思います。実際には、雪が少な
い地域や松之山のようにスキー場に併設された場所でないと、整備の問題もあり難しいとも思いました。 

 予約システム導入により利用者が２５%増加したとの情報。 
 ・県内キャンプ場に関わる一同が会した会場の様子・雰囲気が良かった。 

・また、課題共有・解決策の方法も各施設の創意工夫の一端が知れてよかったと思う。 
・共通した知識やビジョン、向かう先が共有・協議出来る場は非常に重要だと改めて感じた。 

 

Ｑ．ご意見・ご感想、取組アイデア 

 子どもやファミリー層が楽しめる体験プログラムの充実を図っていくことで、キャンプ＋αの効果が期
待できると感じた。ハード整備に係る投資が難しい中、コストを抑えながら取り組める事例として大変
参考になった。 
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 どこも、夜間のトラブルや平日の集客に課題があるとききました。料金や利用方法を県内統一にしたら
良いのに。というお話は、非常に面白いと思いました。実際には、料金設定を始め権利やキャンプ場の
環境などにより、差別化が発生してしまうと思うので、実現は難しいとは思いますが、そう言う発想が
出てくる WEST の皆さんの会議を見学したいと思いました。今回はとても有意義な企画に参加させてい
ただき、ありがとうございました。 

 県内キャンプ場が県内客を取り合うのではなく、県内キャンプ場が一体となって県外客を誘客できるよ
うな横断的な取り組みを今後期待したいです。次回からはオンライン参加者も情報交換会に参加できる
よう（質問受付や話題提供など）お願いします。 

 当社は市の委託でキャンプ場を運営しています。公共施設として運営している為、無料となっています。
市の条例改定には、困難を極める為、頭を痛めるところです。その為、他のキャンプ場との比較と今回
の情報交換会は、有意義でしたが、資金と委託料の問題が有ります。 

 【その他】ディスカッションや名刺交換時に出たネタ共有・備忘録的メモ 
・キャッシュレス・事前決済 オンライン上の事前決済にすると単価が上がる？ オンライン化は初期
コスト等のデメリットが強調されるが，電話番の廃止や 9:00--17:00 で予約のできない層の顧客層拡
大，個人情報をデータとして取得しその後の分析に活用，チェックインの自動化もやろうと思えばでき
るなど，メリットがかなり大きい． 
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2202/16/news028_2.html 
・IT 系の人と意外と相性が良い？ 最近サウナブーム．IT 系の仕事については，パソコン等あればどこ
でもできるため「ワーケーション」等がしやすい．屋外等，通常と違う環境だと新しいアイデアも生ま
れやすい．プログラミングのブートキャンプ「ハッカソン（hackathon＝Hack ＋ Marathon）」もイベ
ント等もあるのでは．NVA（新潟ベンチャー協会）は，サウナ好きのフラー渋谷さんがいることもあり？
佐渡でピッチイベント勝ちあがった人たちが合宿．いつもとは違う環境で泊まり込みという点から，電
源と Wi-Fi さええれば，このようなイベントも可能？ 
・平日客層の拡大＝チェックイン時間の柔軟化．当日の仕事終わり～翌日夕方までの 20 時間程度で利
用できれば良い．チェックインの時間に縛られ行動することの面倒さ．オンラインで決済，チェックイ
ンすれば解決？実験的に 1 つのキャンプ場で実施しても…．その場合は，イニシャルコストを補助金利
用できればなお良いが． 
アイデアを出す，イノベーター，チャレンジャーに支援を． 

 今回は時間が 2 時間と短かったため、次回開催する際は、もう少し長めの時間を設定してもらえるとあ
りがたい。 

 時間がない中でも大変だとは思うが、情報交換の場では 2 回とも同じ人との交換でなく、別の人と意見
を交わしたいと思った。 

 ・web 参加者にとって、１グループでの討議を聴けたのはよかった。 
 キャンプ場単体で物事を考えがちですが、それを含むエリア一帯での活性化策が重要だと思います。観

光誘致戦略としても訴求できる新潟ならではのコンテンツ。例えば「キャンプ旅」のようなコンセプト
で一泊二日をデザインし、観光協会とも連携し、旅行エージェントへの働きかけが進められれば、新た
な層の取り込みにつながるように思います。ウエストの加藤さんの指摘も踏まえて感じたことをご記入
いたしました。 

 市町村担当者が集まることはあっても、指定管理者が集まって意見交換する機会はなかなかなかったか
と思うので、管理者同士の横の繋がりができたよいきっかけになったと思います。 

 各キャンプ場に実際に宿泊する情報交換会に参加してみたいです。 
 県内に存在するダム湖でウォーターアクティビティが楽しめるように、県から働きかけて欲しいです。 
 他のキャンプ場の方々と情報交換が出来たことが良かった。例えば、炊事場の温水やトイレの温便座の

設置状況や、事前決済への取り組みなど、具体的な話しが出来て大変参考になった。 
また、当キャンプ場でもクラフト体験を開催しているが、商品、体験項目を増やそうと考えていて、今
回の会でご紹介いただいた望遠鏡の導入を考えている。こういった商品の紹介なども非常に参考になっ
た。また集まれる機会をぜひ作っていただきたい。 

 この冬、スキー場は来場者が多くなりました。コロナによる行動制限の緩和、旅行支援などの後押しも
あってのことではありますが、特に平日における若者世代の利用者が顕著に伸びています。キャンプ場
も平日稼働率のアップが大きな課題となっており、なかには週末営業にしたという事業所もいらっしゃ
いましたが、若者へのプロモーションをもっと強化する施策が必要だと思います。 
スキーでは「雪マジ１９」というリクルート社が仕掛けた１９歳リフト券無料という施策で、平日に多
くの若者が来場しています。無料には当初は驚きましたが、最初のハードルを下げるという意味では、
非常にインパクトもあり、来場したのちの付帯収入をあげるアイデアは各社が知恵を絞っていて、いま
や定着した感もあります。 
キャンプ市場も、このような思い切った施策（例えば、入場料や施設使用料を年齢を限定して無料にす
るなど、ただしメールアドレスなどを登録をしてもらい、その後のプロモーションに活用する）が必要
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と思います。 
事業者同士の情報交換は、非常に重要と考えます、また同時に新製品や市場動向の勉強も必要なので、
定期的な開催をぜひともお願いしたいと思いますし、可能であれば半日ではなく、1 日の開催をお願い
したいです。 

 県の部署に、具体的なキャンプ施設の利用者向上のヒントの相談所があると助かります。 
 ・ご面倒かと思いますが、引き続き、よろしくお願いいたします！ 

・今回のような全体会議的な場は、年に１，２回だとしても、継続してキャンプ場同士などが繋がれる、
LINE グループなどのオンラインな場があっても、自然発生的な取り組みが産まれるように思います。 
・また、提案のあった具体的な事業でも、各所がそれぞれに取り組むというより、方向性を整える場や、
事業報告など、スタートと終わりのタイミング程度は、顔を合わせて共有できると良いかと思います。 
どうぞよろしくお願いいたします！！！ 

 

総括 

・ 情報交換会の定期開催を希望。 

・ 自治体のキャンプ場管理者は、管理者同士の情報交換や、民間のユーザ

ー目線の情報を求めている。 

・ 県内キャンプ場共通の取組を期待している。 

 

今後の取組に活かせる多くのヒントをいただきました。感謝です。 

以上 


